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掃海艇「えのしま」の船体構造の特徴

（１） 海上自衛隊初のＧＦＲＰ
サンドイッチ構造の掃海艇
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心材（樹脂発泡体）

表皮（ガラス繊維＋樹脂）

（２） 世界最大級のＦＲＰ船体で、
国内初のブロック建造

海上自衛隊にとって初めての構造、建造方式であり、実海域での
計測によって、船体強度を評価するとともに、今後の設計に資する
情報を得る事が重要なので、構造モニタリング装置を搭載

３分割された主船体ブロック、船首楼ブロック、
艦橋ブロックの５つを接合して建造



構造モニタリング装置の概要
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せん断
応力

曲げ応力

波浪曲げ
モーメント

データを蓄積して長期間の運用において発生する大きな値を
推定する「長期予測」を行い、設計時の見積もりと比較する

：ひずみゲージ

：加速度計

構造モニタリング装置：

船体各部に生じるひずみ及び
加速度を監視、記録する装置

計測データから、船体に生じた
曲げ応力、せん断応力、及び
波浪曲げモーメントを算出する



海上公試で生じた応力

海上公試にて計測したデータから船体各部に生じた応力を求め、
同等の海象における想定値及び許容応力と比較

海上公試においては想定を超える応力は
発生していないことを確認

4

海上公試中の最大応力と許容応力の比較

海上公試で

の最大値

同等の海象

での想定値

許容応力

船体中央部 船体中央部 ブロック継手部
船首楼甲板 船底直応力 せん断応力
直応力

応
力



・設計時の見積もりは、計測データから推定した長期予測値より
大きくなる傾向がある
・特に厳しい海象でのデータが得られていないことが原因と思料

長期予測値の比較

今後、計測を継続してデータを蓄積する必要がある
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海上公試での計測データに基づく長期予測

応
力
（M

Pa
） 計測データ

からの推定値

（波高比により修正）

設計時の見積もり

波浪曲げ
モーメント

船体中央部 船体中央部
船首楼甲板 船底

モ
ー
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ン
ト

応
力


